
2021年 9月 15日 

一般社団法人日本鉄鋼連盟 

 

新型コロナウイルス感染拡大防止対策の実施について 

 

一般社団法人日本鉄鋼連盟では、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、業務の遂行に

支障がない範囲で、在宅勤務を最大限活用し、出勤者数の削減に努めています。 

 

１．職員の出勤状況 

  出勤率：36.5％（2021年 1月～8月平均） 

        

 

２．テレワーク等の推進に向けた取組み 

  ・全職員を対象に、リモートアクセス可能なノートＰＣを貸与。 

  ・クラウドシステムの活用。 

  ・鉄連が主催する会議については、積極的に Web会議等を活用。 

  ・外部の業務委託先等との打ち合わせについては、原則オンライン。 

  ・海外出張は、原則見合わせ。 

・国内出張についても、原則、出張を自粛し ICT ツール等を活用して対応。感染が拡大して

いる地域への出張は原則見合わせ。 

 

３．出勤時の取組み 

 ・出勤対応する場合には、混雑する時間帯での出退勤を避けるよう対応。 

 ・出勤・退勤時および執務中（特に、人と会話する場合）はマスクを着用。 

・執務室、会議室、打合せコーナーへのパーテーションの設置、アルコール消毒液の常備。 

・出勤時、休憩後、帰宅時等、定期的な手洗い（水道水と石鹸を利用し、手に付着したウイ

ルスを洗い流すこと）やアルコール消毒液を用いての手指衛生を徹底。 

以 上 

 


